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＜白金標準、中国第 15次五ヵ年計画の需要拡大期待・・＞ 

 

（出所：オアシス） 

7月に CPI、PPIの発表でインフレの落ち着きを示し、FOMCでは早期の利上げ確率は低下す

るなど、一時巻き戻しの動きを見せるも、米国とイランのホルムズ海峡に絡み停戦協議が

破棄され、戦争激化における海峡閉鎖に伴う原油価格の上昇で、金利上昇のドル高傾向か

らドル建て貴金属価格は軟調な動きを見せている。特に NY 白金は、一時 1600 ドルを下回

り、1565.6 ドルまで下値を模索している。しかし 1600 ドル以下の抵抗は強く、6 月 24 日

以降は巻き戻しの動きを見せている。また中国で開催された「上海プラチナウィーク 2026」

では、中国の第 15 次 5 か年計画（2026 年～2030 年）に伴う PGM 需要拡大の大きな可能性

が浮き彫りとなっている。特にポイントは「AI 関連のプラチナ需要による大幅な成長の見

通しは、市場がようやく認識し始めたばかりの要素であり、重要なのは、これがまだプラ

チナの需給見通しに完全に織り込まれていないという点である」と発しており、WPICの CEO

も「現在のファンダメンタルズを踏まえると、プラチナの価値提案は依然として魅力的で

ある」と述べている。そのため白金標準先物は、8000 円の攻防を続けながら、底固めから

9000円へ向けて戻りを強めて来ると思え、売り込みは避けた方が良いと思える。 

＜テクニカル＞ 

白金標準先物の日足を MACD と RCI で見た場合は、MACD では MACD が維持し、シグナルは上

昇している。RCIでは短期が切り下げるも、長期は切り上げている。特に指数平滑移動平均

線のレンジが縮小しており、8100円～8400円のレンジ取引には注意した方が良いと思える。 
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